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V331a X線天文衛星「ひとみ（ASTRO-H）」搭載硬X線撮像検出器 (HXI)の軌
道上動作
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2016年 2月 17日に打ち上げられたX線天文衛星「ひとみ（ASTRO-H）」には、硬X線帯域において撮像分光
観測を行う硬X線撮像検出器 (HXI：Hard X-ray Imager)が搭載された。HXIは、硬X線望遠鏡と組み合わせる
ことで、5–80 keVにおいて 9′ × 9′の視野を約 2′ (HPD)の角度分解能で撮像分光観測する。また、Si/CdTe半導
体検出器を積層した主検出器を井戸型 BGOアクティブシールドで囲むことで低バックグラウンドを実現する。
伸展式光学ベンチの展開後、順次センサーを立ち上げ、3月 14日に 2台とも観測を開始した。3月 26日の通信

途絶まで正常に動作し、複数の天体の硬X線撮像分光観測に成功した。軌道上においても全チャンネルが正常に
動作しており、地上試験と矛盾ないエネルギー分解能を達成している。観測性能を決定づける検出器バックグラ
ウンドのレベルも 40 keV以下では予想と同程度であり、HXIはほぼ想定通りの性能を示した。


